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(百万円未満切捨て)

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) （%表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 560,916 △3.2 2,622 △50.5 5,558 △33.7 3,019 △38.6

26年３月期第２四半期 579,175 4.1 5,298 △10.3 8,387 △2.9 4,914 △4.5

(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 7,964百万円 (154.1％) 26年３月期第２四半期 3,133百万円 (△42.6％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 40.05 40.04

26年３月期第２四半期 66.73 66.73
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 560,129 154,439 27.6

26年３月期 580,137 147,190 25.4

(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期154,401百万円 26年３月期147,162百万円
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00

27年３月期 ― 12.00

27年３月期(予想) ― 12.00 24.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

27年３月期第２四半期配当金の内訳 記念配当 2円00銭 普通配当 10円00銭

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,161,000 △2.4 8,900 △27.8 14,500 △20.8 11,700 12.4 155.20
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ― 社 (社名) 、除外 ― 社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

詳細は添付資料４ページ「２. サマリー情報（注記事項）に関する事項 （３）会計方針の変更・会計上の見積りの

変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 78,270,142株 26年３月期 78,270,142株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 2,881,630株 26年３月期 2,881,129株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 75,388,770株 26年３月期２Ｑ 73,650,079株

　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧く

ださい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期の医療用医薬品市場は、本年４月に診療報酬と薬価の改定があり、４月からの消費税増税分を含め

薬価ベースで平均2.65％（税抜き5.64％）の薬価引下げが行われました。また、診療報酬改定ではジェネリック医

薬品の使用が一層促進され、長期収載品の売上の落ち込みが想定以上となりました。加えて消費税増税にともなう

駆け込み需要の反動、消費税増税や天候不順による受診抑制が重なり、前期比3.4％（クレコンリサーチ＆コンサル

ティング株式会社推計）のマイナスとなりました。

このような状況のもと医薬品卸売事業においては、フィービジネスの拡大等付加価値サービス型モデルへの変革

を推進し、調剤薬局事業においては、調剤報酬の改定に対応した店舗経営と収益性改善策に取り組みました。一方、

事業の効率化により見込んでいた経費削減が遅れており、費用が先行する状況となりました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高560,916百万円（前年同期比3.2％減）、営業利益は2,622

百万円（前年同期比50.5％減）、経常利益は5,558百万円（前年同期比33.7％減）、四半期純利益は3,019百万円（前

年同期比38.6％減）となりました。

セグメントの業績の概略は以下のとおりです。

医薬品卸売事業では当社独自の顧客支援システムを基軸とした提案型の営業活動を評価いただき医療機関との関

係強化を図るとともに早期妥結の推進と総価取引、薬価差問題等の是正に向けた流通改善に取り組みましたが、長

期収載品からジェネリック医薬品へのカテゴリーチェンジが想定以上に進んだ影響等もあり、売上高が予想を大き

く下回りました。利益面では付加価値サービス型モデルへの変革に向けたフィービジネスによる利益は安定的に確

保できたものの、物流センターやコールセンターを活用した営業と物流の一体改革は着実に効果を発揮しつつあり

ますが、事業の効率化による経費削減を期間内で達成することができませんでした。

その結果、売上高は536,204百万円（前年同期比3.6％減）、セグメント利益（営業利益）は2,630百万円（前年同

期比42.6％減）となりました。

調剤薬局事業では、業容の拡大と経営の効率化、高付加価値化に取り組みましたが、新規出店費用や薬剤師の採

用費用の増加、店舗業務の標準化や本部への集約による省力化の遅れにより、当第２四半期連結累計期間の売上高

は44,867百万円（前年同期比6.3％増）、セグメント利益（営業利益）は72百万円（前年同期比86.7％減）となりま

した。

治験施設支援事業におきましては、当第２四半期連結累計期間の売上高は140百万円（前年同期比49.9％減）、セ

グメント利益（営業利益）は37百万円、情報機器販売事業におきましては、当第２四半期連結累計期間の売上高は

559百万円（前年同期比15.2％減）、セグメント損失（営業損失）は90百万円となりました。

（注）セグメントの売上高には、セグメント間の内部売上高を含んでおります。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて6.6％減少し、388,193百万円となりました。これは、現金及び預金が

5,514百万円増加し、受取手形及び売掛金が20,193百万円、商品及び製品が14,405百万円それぞれ減少したこと等に

よります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて4.4％増加し、171,936百万円となりました。これは、投資有価証券が

8,588百万円増加したこと等によります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて3.4％減少し、560,129百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて6.8％減少し、363,632百万円となりました。これは、支払手形及び買掛

金が25,304百万円、短期借入金が2,387百万円それぞれ減少したこと等によります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて1.4％減少し、42,057百万円となりました。これは、長期借入金が2,072

百万円減少したこと等によります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.3％減少し、405,690百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて4.9％増加し、154,439百万円となりました。これは、利益剰余金が

2,295百万円、その他有価証券評価差額金が4,945百万円それぞれ増加したこと等によります。
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（キャッシュ・フローの状況の分析）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比較

し5,399百万円増加しました。その結果、当第２四半期連結累計期間末の資金残高は19,657百万円（前年同期比946

百万円減少）となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次

のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は、15,184百万円（前年同期比35,879百万円増加）となりました。これは、資金増

加要因として、税金等調整前四半期純利益5,458百万円を計上、減価償却費2,315百万円、のれん償却額1,263百万

円、売上債権の減少額20,586百万円、たな卸資産の減少額14,675百万円がありましたが、資金減少要因として、仕

入債務の減少額25,846百万円、法人税等の支払額3,902百万円があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は、4,236百万円（前年同期比1,092百万円増加）となりました。これは、資金減少

要因として、有形固定資産の取得による支出1,390百万円、投資有価証券の取得による支出476百万円、関係会社株

式の取得による支出2,311百万円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果支出した資金は、6,286百万円（前年同期比15,093百万円減少）となりました。これは、資金減少

要因として、短期借入金の純減少額1,260百万円、長期借入金の純減少額3,279百万円、ファイナンス・リース債務

の返済による支出992百万円、配当金の支払額754百万円があったこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向および今後の見通し等を勘案し、平成26年５月９日に公表しました平成27年３月期（平成26年４

月１日～平成27年３月31日）の通期業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（平成26年11月６日）

公表しております「平成27年3月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務の計算方法を見直し、割引率の決定方法を割引率決定の基礎と

なる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から、退職給付の支払見込期間及び

支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が43百万円増加し、利益剰余金が28百万円減

少しております。また、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,362 23,876

受取手形及び売掛金 281,742 261,548

有価証券 502 502

商品及び製品 81,424 67,019

その他 34,046 35,772

貸倒引当金 △649 △526

流動資産合計 415,429 388,193

固定資産

有形固定資産 85,574 84,923

無形固定資産

のれん 10,590 10,121

その他 3,419 3,441

無形固定資産合計 14,009 13,563

投資その他の資産

投資有価証券 57,071 65,659

その他 9,698 9,562

貸倒引当金 △1,644 △1,772

投資その他の資産合計 65,125 73,448

固定資産合計 164,708 171,936

資産合計 580,137 560,129
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 361,976 336,672

短期借入金 12,200 9,812

未払法人税等 3,285 2,263

賞与引当金 3,562 3,660

役員賞与引当金 80 39

返品調整引当金 302 300

資産除去債務 45 11

その他 8,845 10,872

流動負債合計 390,299 363,632

固定負債

長期借入金 12,308 10,236

退職給付に係る負債 1,527 1,625

資産除去債務 1,080 1,033

負ののれん 464 176

その他 27,267 28,985

固定負債合計 42,647 42,057

負債合計 432,947 405,690

純資産の部

株主資本

資本金 10,649 10,649

資本剰余金 47,814 47,814

利益剰余金 83,898 86,194

自己株式 △3,437 △3,438

株主資本合計 138,926 141,220

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,547 17,492

土地再評価差額金 △4,311 △4,311

その他の包括利益累計額合計 8,236 13,181

新株予約権 28 37

純資産合計 147,190 154,439

負債純資産合計 580,137 560,129
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 579,175 560,916

売上原価 527,954 509,718

売上総利益 51,221 51,197

販売費及び一般管理費

役員報酬及び給料手当 21,361 21,598

賞与引当金繰入額 3,641 3,641

役員賞与引当金繰入額 55 39

退職給付引当金繰入額 118 -

退職給付費用 - 108

福利厚生費 3,903 3,968

車両費 790 792

貸倒引当金繰入額 5 △60

減価償却費 1,566 2,315

のれん償却額 1,194 1,263

賃借料 3,500 3,517

租税公課 588 598

仮払消費税の未控除費用 1,471 2,468

その他 7,726 8,322

販売費及び一般管理費合計 45,923 48,574

営業利益 5,298 2,622

営業外収益

受取利息 48 22

受取配当金 572 640

受取手数料 1,497 1,425

負ののれん償却額 428 287

持分法による投資利益 44 0

その他 1,009 1,088

営業外収益合計 3,600 3,464

営業外費用

支払利息 182 179

不動産賃貸費用 268 295

その他 59 54

営業外費用合計 510 528

経常利益 8,387 5,558
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

特別利益

固定資産売却益 230 44

事業譲渡益 - 96

その他 29 9

特別利益合計 260 150

特別損失

固定資産処分損 209 84

減損損失 - 157

その他 11 8

特別損失合計 221 250

税金等調整前四半期純利益 8,427 5,458

法人税、住民税及び事業税 3,291 2,476

法人税等調整額 220 △36

法人税等合計 3,512 2,439

少数株主損益調整前四半期純利益 4,914 3,019

四半期純利益 4,914 3,019
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,914 3,019

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,769 4,920

持分法適用会社に対する持分相当額 △11 24

その他の包括利益合計 △1,780 4,945

四半期包括利益 3,133 7,964

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,133 7,964

少数株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 8,427 5,458

減価償却費 1,566 2,315

減損損失 - 157

のれん償却額 1,194 1,263

負ののれん償却額 △428 △287

退職給付引当金の増減額（△は減少） △486 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 49

返品調整引当金の増減額（△は減少） △8 △2

賞与引当金の増減額（△は減少） 14 96

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △49 △41

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △178

受取利息及び受取配当金 △620 △662

支払利息 182 179

固定資産除売却損益（△は益） △21 40

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） 3 -

事業譲渡損益（△は益） - △96

売上債権の増減額（△は増加） △2,806 20,586

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,407 14,675

その他の資産の増減額（△は増加） △960 △1,199

仕入債務の増減額（△は減少） △23,003 △25,846

その他の負債の増減額（△は減少） △1,279 △511

未払消費税等の増減額（△は減少） 303 2,703

その他の損益（△は益） △2,059 △2,013

小計 △16,628 16,687

利息及び配当金の受取額 626 667

利息の支払額 △193 △260

法人税等の支払額 △6,569 △3,902

その他 2,068 1,992

営業活動によるキャッシュ・フロー △20,695 15,184
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △688 △642

定期預金の払戻による収入 650 629

有形固定資産の取得による支出 △4,690 △1,390

有形固定資産の売却による収入 643 120

無形固定資産の取得による支出 △547 △471

無形固定資産の売却による収入 5 3

投資有価証券の取得による支出 △58 △476

投資有価証券の売却及び償還による収入 51 -

関係会社株式の取得による支出 △255 △2,311

関係会社株式の売却による収入 10 -

資産除去債務の履行による支出 - △66

貸付けによる支出 △24 △22

貸付金の回収による収入 113 179

その他 △538 211

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,329 △4,236

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,020 △1,260

長期借入れによる収入 3,175 280

長期借入金の返済による支出 △4,114 △3,559

社債の償還による支出 △10 -

自己株式の取得による支出 △1 △1

自己株式の処分による収入 7,601 -

ファイナンス・リース債務の返済による支
出

△299 △992

配当金の支払額 △564 △754

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,806 △6,286

現金及び現金同等物に係る換算差額 54 -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △17,164 4,660

現金及び現金同等物の期首残高 37,368 14,257

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 58 42

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

341 697

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,603 19,657
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
調整額
(百万円)
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
(百万円)
（注２）

医薬品
卸売事業
(百万円)

調剤薬局
事業

(百万円)

治験施設
支援事業
(百万円)

情報機器
販売事業
(百万円)

計
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

536,171 42,201 280 521 579,175 ─ 579,175

(2) セグメント間の
内部売上高又は振替高

20,192 8 ― 137 20,338 △20,338 ─

計 556,364 42,209 280 659 599,514 △20,338 579,175

セグメント利益又は損失（△） 4,584 542 176 △16 5,287 10 5,298

(注) １．調整額は、内部取引の消去と未実現利益の消去によるものであります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

　

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
調整額
(百万円)
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
(百万円)
（注２）

医薬品
卸売事業
(百万円)

調剤薬局
事業

(百万円)

治験施設
支援事業
(百万円)

情報機器
販売事業
(百万円)

計
(百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する
売上高

515,524 44,839 140 410 560,916 ― 560,916

(2) セグメント間の
内部売上高又は振替高

20,680 27 ― 148 20,856 △20,856 ―

計 536,204 44,867 140 559 581,772 △20,856 560,916

セグメント利益又は損失（△） 2,630 72 37 △90 2,650 △28 2,622

(注) １．調整額は、内部取引の消去と未実現利益の消去によるものであります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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